
 

【協議結果・テーマ】  

「「「「安心安心安心安心してしてしてして子子子子どもをどもをどもをどもを産産産産みみみみ子育子育子育子育てできるてできるてできるてできる環境環境環境環境のののの充実充実充実充実」」」」    
 

【子育て支援センターについて】 

○６町に待機児童はいないが、長浜市には多いと聞く。一方、子育て支援センターは長浜市に

４か所あり、湖北町、虎姫町に各１か所ずつという状況なので、北部にも必要と思う。 

〈子育て支援課より（子育て支援センターの現状について説明した後）たとえ建物が無くても、

子育て支援センターという機能があればいいのではないかといった趣旨の説明〉 

○合併すれば支所が空くので、そこに子育て支援センターとしての機能を持てばいいのではな

いか。 

○具体的な支援センターの内容をこの場で議論しても仕方ないが、市内に均等に支援センター

を設置してほしいという意見は、提言としてもいいと思う。 

 

【テーマについて】 

○その他の意見は？漠然とした意見を出してもらって、それを集約して、この場の提言として

まとめていきたい。 

○たとえば、未就園児と就園児に二分して、それぞれに市の方針を示すといった大枠でのまと

め方がいいのではないか。 

○そう。細かいことではなく総論的なところで…、未就園児を無くすとか。 

〈子育て支援課より、昨年度、保育園の入所希望は、１，７０５人の定員に対し１，９２３人

の応募があり、約２２０人オーバーしていた。これを弾力運用によりカバーしている状況。

新市になれば、広域入所の制度もあり平準化が図れると想定できる旨の説明〉 

 

【制度の拡大について】 

○ファミリー・サポート・センターという長浜市の制度は、お願い会員と任せて会員という２

者が互いに助け合い補完し合う制度で非常にいいと思う。 

○市の財源には限りがある。福祉医療において、中学校まで入院費が無料であったり就学前の

児童には通院医療費の無料化が図られているが、これをさらに拡大することで万一の際、安

心して子育てできることになる。 

○財源にこだわらないのであれば、ETC の千円並みに思い切って保育料を安くして、経済面で
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育てやすいものにしてはどうか。 

○他の地域からの流入が見込めていいと思う。 

 

【自助・共助・公助の視点から】 

○母子家庭と父子家庭で支援内容に温度差がある。児童手当や児童扶養手当の上乗せも子育て

支援の手だての一つではないか。 

○財政的な面から、何もかも拡充することは出来ない。 

○そもそも世の中、男女平等やのに、男女間のサービスが違うというのはいただけない。 

○子どもを産みたいと思える環境づくりが大切で、「手当て」ではない。それ（家計支援）な

ら、むしろ医療費に困っている親への支援策の方が有効だ。 

○利用料を低く設定する以外に子どもを産みやすくする環境づくりについての提言はない

か？ 

 

【テーマの集約】 

○自身の経験からも、医療費の支援は大変ありがたい。特に、核家族なので不安があった。子

育てに困った時に、身近な子育てサロンで気軽に悩みが相談できるといいと思う。 

○保育料や幼稚園使用料を低いレベルに合わせる施策と、一方で精神面を支える子育て応援と、

物心両面の支援があるといい。ただいまの経験的な良い話を総合すると、ファミリー・サポ

ート・センターを増やしたり、子育て何でも相談センターみたいなものがあると良いのでは

ないか。 

○相談者の理想を言えば、ベビーカーを押していける身近かな範囲に欲しい。 

○要するに、身近に相談できるところがあって、それで、安心して就労できる環境づくりだ。

各支所に置けばいい。提言のテーマとしては、どういうことがふさわしいですか？ 

○「安心して子どもを産み子育てできる環境の充実」ではどうか。 

○経済的な支援と、精神的な支援の物心両面でやね。 

 

【協働の社会】 

○場所を提供してもらうだけで、補助金は無くても自分たちが主体となり子育てを協働でやっ

ているグループもある。場所の提供があれば、相談は自分たちでするという視点は大事。 

○受益者負担の精神は必要やね。 

 

 

＝その他＝ 

 ●次回日程とテーマ 

・次回日程     ７月９日（木） １８:００～ 

・次回開催場所 「高月町役場 」１－A会議室 

・次回テーマ  「地域特性に即した福祉の充実および高齢社会、過疎化が進む地域へ

の対応について」 

 

●会議室の予約変更について（企画調整課対応） 

   ・８月１３日（木）に開催予定であった第３回分科会を８月２０日（木）１８：００～

に変更決定されました。（場所は、高月町役場） 

 


